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日本初! チャンレンジャー１００人による物理実験コンテスト



１．回折格子による光の波長λの測定

ν＝ ー
c
λ→ 光の振動数

２．発光開始電圧V測定

光のエネルギー E=eV= hν

発光ダイオードの光（赤、緑、青）で、
光の波動性と粒子性を測定

プランク定数 h を求める

アインシュタインの光量子仮説を実験

実験問題の内容



発光ダイオードを
光らせる

回折格子で光の波長を測定する

赤色： 約 630 nm
緑色： 約 570 nm
青色： 約 480 nm

(1 nm=10-9 m)

波長

（白色光のスペクトル）
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今年の国際物理オリンピック（スペイン、７月）

黒体輻射に関する実験



ＣＤのトラックピッチの測定
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発光ダイオードの電流・電圧特性から
光のエネルギーを求める

V V V

赤

緑

青

赤
緑

青

光りはじめ

データ点のプロット：
重要なところを細かく

片対数グラフのプロット

発光開始電圧
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E＝ ｈν
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ｈ＝
⊿E

⊿ν

プランク定数

光量子のエネルギー

プランク定数を求める

（
E=

eV
）

（ν＝ー
λ
ｃ

ｈ＝６．６２６×１０－３４ J・Sec

身近な実験器具で

量子物理学のもっとも

重要な定数を実測

データ解析：

ばらつきのあるデータを

直線近似して、

その傾きを求める。

）



ＬＥＤと豆電球の比較

ＬＥＤの電流・電圧特性曲線

・発光のメカニズム
・消費電力



発光ダイオードを
光らせる

回折格子で光の波長を測定する
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まとめ

・ねらいはある程度達成された

- 実験をやることにより、物理の面白さを実感してもらう。

（「試験のための試験」にならないよう配慮した。）

- 基本的な実験操作を体験：長さ、電流、電圧を測る。

測定結果をグラフにまとめる。

グラフを解析する （直線フィット）

・反省点

- 親切過ぎたのでは？ グラフにあらかじめメモリを入れておいた。

実験装置の使い方のinstruction を実地で行った。

工作を入れる？ 測定法自体を自分で考える？

- 解答用紙には現れない実験中での創意工夫を評価できなかった。

- 安全面の対策

- 予備の実験器具（乾電池なども含む）

・国際物理オリンピックにむけて

- 基本的な実験器具の使い方に慣れる。

- グラフの描き方に慣れる。（片対数、両対数グラフなど）

- 実験誤差の解析法



眼

回折格子

スリット

L

回折光

x

θ

スペクトル

回折格子での回折現象の
拡大図

簡易分光器

発光
ダイオード

dθ

簡易分光器による光の波長の測定

X 

可変電圧
電源

　m
xL

xd


 22


